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周
培
源
副
院
長
を
団
長
と
す
る

中
国
科
学
院
訪
日
代
表
団
を
招
請

第
五
回
常
任
躍
事
会

協
会
は
、
第
二
、
四
、
五
日
常
在
理
事
会
を
二
月

十
日
、
六
月
八
日
、
三
十
日
と
三
回
に
わ
た

つ
て
開

催
し
、
【
国
科
学
院
訪
日
代
表
団
招
話
に
つ
い
て
審

議
、
そ
の
間
有
山
会
長
、
四
村
常
任
理
事
が
行
治
大

使
と
会
談
を
行

つ
た
。

第
五
日
常
任
理
事
会
は
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
中
国

側
と
の
意
見
交
換
の
結
果
を
検
討
の
上
、
昨
年
十
二

月
十
七
日
設
立
総
会
ゼ
提
案
さ
れ
て
い
た
中
国
科
学

院
訪
日
代
表
団
を
次
の
要
領
に
よ
り
招
請
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

１
　
日
中
科
学
技
術
交
流
協
会
は
周
培
源
副
院
長
、

中
宰
人
民
共
和
国
科
学
技
術
協
会
主
府
代
理
、

北
京
大
学
校
長
を
団
長
と
す
る
中
国
科
学
院

訪
日
代
表
団
在
九
月
十
日
前
後
か
ら
約
二
週

間
招
請
す
る
。

２
　
協
会

は
訪
日
代
表
田
と
の
あ
い
だ
て
、
今
後

に
お
け
る
日
中
両
国
い
の
科
学
技
術
交
流
に

か
か
わ
る
諾
問
題
に
つ
い
て
よ
く
話
し
合
う

こ
と
を
希
望
す
る
。

協
会
は
訪
日
代
表
団
の
目
的
が
充
分
遂
す
る

た
め
に
出
来
得
る
限
り
努
力
す
る
。

日
中
経
済
協
会
、
日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会

日
中
文
化
交
流
協
会
、
日
中
友
好
協
会
筆
日

中
関
係
団
体
及
訪
日
代
表
団
に
関
連
す
る
政

府
官
庁
　
学
術
団
体
に
協
力
を
い
願
い
す
る
。

招
計
状
に
対
す
る
中
国ヽ
科
学
院
か
ら
の
返
事

に
よ
り
沖
備
に
入
る
。

財
政
は
別
項
の
宇
宮
科
学
Ｗ
覧
会
中
国
疹
観

団
と
あ
わ
せ
て
、
日
下
進
め
て
い
る
質
助
会

員
寡
外
を

一
膚
強
化
し
て
ま
か
な
う
。

具
体
的
実
務
担
当
と
し
て
は
回
村
、
野
上
京

任
記
事
が
あ
た
る
。

８
　
中
国
科
学
院
訪
日
代
表
団
の
招
請
は
協
会
が

は
じ
め
て
本
格
的
に
と
り
く
も
仕
事
て
あ
り
、

会
員
各
住
に
よ
く
理
解
し
て
も
ら
い
全
体
の

協
力
に
よ

つ
て
成
功
さ
せ
る
。

（
招
請
状
は
以
上
の
こ
と
に
も
と
づ
き
七
月
三
日
、

中
国
科
学
院
副
院
長
方
級
氏
に
お
送
り
し
た
）

そ
の
他
、
常
任
理
事
会
は
、
新
入
会
者
、
貸
助
会

員
入
会
、
日
中
科
学
技
術
交
流

（
訪
中
、
訪
日
、
資

料
変
換
）
の
斡
旋
、
第

一
回
幹
事
会
等
の
報
告
を
受

け
次
の
こ
と
を
審
一置
し
た
。

宇
官
科
学
博
覧
会
に
中
国
参
観
団
を
招
く
こ
と
を

決
め
た
。

新
た
に
常
任
理
事
に
杉
二
郎
氏
が
就
任
し
た
。
杉

氏
は
第
二
回
常
任
理
事
会
で
満
場

一
致
で
推
選
さ
れ

た
。字

付
博
中
国
参
観
団
担
当
に
近
藤
次
郎
常
任
理
事

を
選
出
し
た
。

第

一
期
決
算
報
告
、
第
二
期
暫
定
予
算
を
ヌ
ヨ
ゼ
た
。

第
二
、
四
、
二
回
常
任
理
事
会
出
席
者

有
山
策
孝
会
長
、
越
智
勇

一
、
奥
田
東
、
鹿
取

一

男
、
茅
載
司
、
近
藤
次
郎
、
杉
二
郎
、
国
村
三
郎
、

朝
永
板

一
郎
、
野
上
茂
吉
郎
、
編
日
隆
吉
、
和
達
清

夫
の
各
常
任
理
事

非
上
春
成
監
事

小
川
智
哉
、
鈴
木
昭
憲
、
相
馬
胤
和
の
各
華
車

田
中
脩
二
郎
、
村
瀬
武
士
の
を
参
与
、
漆
戸
欧
事

務
局
長

事違

爺絡

束
京
都
港
区
赤
坂
四
丁
目
二
番
三
〇
号

殿
川
ビ
ル
　
ロ
中
協
会
内

な
摘

（〇
三
）
五
人
エ
ー
八
七
一
〇
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郭
決
若
中
国
科
学
院
院
長
遊
去

部
求
着
中
国
科
学
院
院
長

（
中
国
共
産
党
中
央
委

員
　
中
国
全
国
人
民
大
会
常
務
委
員
会
副
委
員
長

中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
全
国
委
員
会
副
主
席
　
や

国
文
学
芸
術
界
連
合
会
主
席
　
中
日
友
好
協
会
名
誉

会
長
）
は

一
九
七
八
年
六
月
十
二
日
午
後
四
時
二
十

分
北
京

て
逝
去
さ
れ
た
。
革
年
八
十
六
才

郭
沫
若
院
長
の
追
悼
大
会
は
六
月
十
八
日
午
後
、

北
京
ゼ
厳

か
に
執

り
行
わ
れ
た
。

協
会
は
弔
電
と
弔
花
を
贈

つ
た
。

六
月
二
十
日
の
第
五
回
常
に
理
事
会
は
冒
頭
、
郭

求
者
院
長
の
ご
冥
福
を
折
り
、
黙
悼
を
第
げ
た
。

弔
電
　
中
国
科
学
院
御
中

部
沫
若
院
長
が
北
京
ゼ
ご
逝
芸
さ
れ
た
報
に

接
し
護
ん
ゼ
友
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

訂
沫
岩
院
長
が
長
い
生
涯
に
わ
た
り
日
中
両

国
爵
民
の
友
好
、
学
術
の
交
流
、
科
学
の
進
歩

と
世
界
の
平
和
の
た
め
に
な
さ
れ
た
偉
大
な
輝

か
し
い
美
績
は
永
遠
に
生
き
っ
づ
け
る
も
の
て

あ
り
ま
す
。

日
【
科
学
技
術
交
流
協
会

部
沫
者
先
生
の
追
骨
は
遣
言
に
よ

つ
て
大
秦
の
士

地
に
ま
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

日
本

て
は
七
月
十
二
日
、
郭
沫
者
先
生
を
偲
ぶ
会

が
実
行
委
員
会
に
よ

っ
て
開
催
さ
れ
る
が
、

こ
の
会

て
有
山
会
長
が
偲
ぶ
言
葉
を
述
べ
る
。

宇
宮
科
学
博
覧
会

（
茅
誠
司
理
部
長
）

は

「
宇
宙
―
，
人
類
の
夢
と
希
望
」
を

テ
ー
マ
に
セ
月
十
六
日
か
ら
来
年

一
月

十
五
日
ま
ゼ
東
京
　
江
束
区
ゼ
行
わ
れ

る
が
、
中
国
宇
航
学
会
は
当
協
会
の
招

き
に
よ
り
三
十
名
か
ら
な
る
参
観
団
を

七
月
下
旬
よ
り
約
四
十
日
間
、
派
遣
を

予
定
し
て
い
る
。

同
珍
観
回
は
字
宮
憎
疹
働
と
同
時
に
、

東
京
大
学
争
宙
航
空
研
究
所
、
内
之
浦
、

紅
子
島
、
関
連
産
業
等
日
本
の
字
宮
航

空
関
係
者
、
部
門
と
の
交
流
も
希
望
し

て
い
る
。

中
国
字
航
学
会
は
全
国
科
学
会
議
と

相
前
後
し
て
作
ら
れ
た
新
し
い
学
会
で

あ
り
、
我
が
国
に
や
国
の
■
宙
航
空
関

係
科
学

・
技
術
者
が
大
挙
し
て
来
訪
す

る
の
は
始
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
Ｔ
賢

七
月
四
日
か
ら
訪
中
の
ア
メ
リ
ヵ
政
府

科
学
技
術
代
表
印

（
団
長
フ
ラ
ン
ク

ブ
レ
ス
大
統
領
科
学
技
術
廠
問
）
の
¨

に
フ
ロ
ツ
シ
ュ
航
空
字
宮
局

（
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
）
局
長
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

つ
て
、
今
回
の
や
目
珍
観
団
来
日
を
契

機
に
し
て
、
日
中
そ
し
て
来
に
も
関
連

し
た
宇
宙
航
空
科
学
技
術
交
流
が

日
火

を
切
る
と
共
に

一
段
と
発
展
す
る
こ
と

が
期
終
さ
れ
る
。

中
国
科
学
臨
の
招
聘
で
今
夏

七
教
授
・研
究
者
が
訪
中
集
中
講
義

中
国
科
学
院
か
ら
の
要
請
に
よ
り
当
協
会
が
斡
旋

し
七
名
の
教
授
、
研
究
者
の
方
々
が
訪
中
し
集
中
議

義
を
行
う
。

こ
れ
は
北
京
、
上
海
な
ど
の

一
ケ
所

て

十
日
か
ら
三
週
同
位
の
間
、
や
国
の
専
円
家
に
読
義

を
し
そ
の
メ
ン
パ
ー
と
学
術
的
に
深
い
交
流
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

訪
中
す
る
教
授
、
研
究
者
は
次
の
方
々

海
野
和
三
郎
　
東
京
大
学
理
学
部
　
太
陽
物
理

海
部
宣
男
　
東
京
大
学
東
京
天
文
台
　
射
電
天
文

者
川
晴
雄

‘
自
治
医
科
大
学
　
分
子
生
物
学

神
戸
博
太
郎
　
東
京
大
学
宇
官
航
空
研
究
所
　
熱

化
学

古
在
由
秀
　
東
京
大
学
東
京
天
文
台
　
天
体
力
学

高
木
幹
雄
　
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所

・
パ
タ

ー
ン
情
報
処
理

弓
　
　
滋
　
水
沢
緯
度
観
測
所
　
天
体
測
畳

日
本
で
行
わ
れ
る
今
年
下
半
期
七

国
際
会
議
に
中
国
が
代
表
団
を
派
遣

韓
膜
厚
膜
麦
面
国
際
会
議

期
　
　
日
　
　
七
月
五
日
か
ら
八
日

開
催
場
所
　
　
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

主
　
　
催
　
　
Ｉ
　
Ｃ
　
Ｓ
　
Ｐ
　
Ｓ
委
員
会

組
織
委
員
長
　
上
回
隆
三
　
早
稲
田
大
学
教
授

宇宙科学博覧会に中国から参観団
一一当協会の招 きで30名来 日の予定

一一
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中
国
代
表
団
名
簿

団
長
　
林
閑
英
　
中
国
科
学
院
半
導
体
研
究
所

副
所
長

副
国
長
林
金
庭
　
南
京
団
体
デ
バ
イ
ス
研
究
所

枝
部
長

団
員
　
束
へ
は
〔
河
北
半
導
体
研
究
所

彰
瑞
伍
　
上
海
冶
金
研
究
所

江
福
来
　
河
北
半
導
体
研
究
所

孔
梅
影
　
中
国
科
学
院
半
導
体
研
究
所

羅
来
鉄
　
吉
林
物
理
所

程
其
鮮
　
高
京
国
体
デ
バ
ィ
ス
研
究
所

声
雲
岸
　
河
北
半
導
体
研
究
所

第
四
回
基
層
成
長
と
ェ
ピ
タ
キ
シ
ー
国
際
会
議

期
　
　
日
　
　
七
月
九
日
か
ら
十
三
日

開
催
場
所
　
　
名
古
屋
商
工
会
議
所

主
　
　
催
　
　
組
織
委
員
会

組
織
委
員
長
　
右
住
徹
蘭
　
電
気
通
信
大
学
教

授

中
国
代
表
団
は
薄
膜
厚
膜
表
面
国
際
会
議
参
加

メ
ン
パ
ー

第
十
二
回
高
速
度
写
真
と
画
像
計
測
国
際
会
議

期
　
　
日
　
　
人
月
二
十
日
か
ら
二
十
五
日

開
催
場
所
　
　
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

主
　
　
催
　
　
絹
機
学
会

会
　
　
長
　
　
奥
島
啓
弐
　
精
機
学
会
会
長

募
金
委
員
長
　
期
永
良
夫
　
機
械
振
興
閉
会
副

会
長

議
！　
　
長
　
　
植
村
恒
筑
　
東
京
大
学
教
授

中
国
代
表
団
名
路

団
長
　
換
祖
同
　
十
日
科
学
院
西
安
光
機
所
所

長
、
研
究
員

田
員
　
侯
　
拘
　
同
所
所
員
、
研
究
員
締
佐

″
　

李
景
懲
　
　
″
　
　
　
　
　
″

″
　

呉
鶴
雄
　
　
″
　
　
　
　
　
″

″
　

離
家
隆
　
　
″
　
　
　
　
　
″

″
　

回
溝
政
　
　
″
　
　
　
　
　
″

″
　

包
工
康
　
浙
工
大
学
光
学
慨
器
ネ
離
師

発
表
論
文
磨
日

決
祖同
時騨
群
●い軒
馳
路
汐
灘
携

円
卜
の
●
聞
力
　
ヽ
雪
一
均
Ｏ
Ｏ
沖
卜
ヽ
日
【

李
景饉
戦
路
部
辞
説
報
瑠
目
〕

田
賠
ま
以
　

卜
的
均
Ｆ
申
ｏ
＞
均
【
Ｏ
Ｚ
　
Ｏ
円
　
中
卜
の
自
刃

Ｈ
Ｚ
葛
口
”
均
闇
円
口
２
⇔
口
　
〕
口
命
Ｅ
Ｚ
ｌ

【
ｐ
Ｑ
出
　
●
〇
　
〕
口
『
Ｏ
Ｚ
Ｈ
Ｏ
∽

第
十
九
回
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
国
際
会
議

期
　
　
日
　
　
八
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日

閉
＝
場
所
　
　
東
京
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

主
　
　
催
　
　
日
本
学
術
会
議

部
長

中
国
代
表
団
　
五
名

第
五
回
国
際
資
品
科
学
工
学
会
議

期
　
　
日
　
　
九
月
十
七
日
か
ら
二
十
二
日

開
催
場
所
　
　
京
都
目
立
京
都
国
際
会
館

主
　
　
催
　
　
日
本
国
際
食
品
科
学
工
学
連
盟

会
　
　
長
　
　
満
田
久
輝
　
一京
都
大
学
名
誉
教
授

組
織
委
員
長
　
藤
巻
正
生
　
お
茶
の
水
女
子
大

学
教
授

熔
接
学
会
第
二
回
国
際

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

期
　
　
日
　
　
九
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日

明
催
場
所
　
　
東
京
国
立
教
官
会
館

主
　
　
推
　
　
熔
接
学
会

実
行
委
員
長
　
飯
田
国
広
　
東
京
大
学
教
授

中
国
代
表
団
　
九
名

新
セ
ラ
ミ
ツ
ク
ス
国
際
会
議

期
　
　
日
　
　
十
月
二
日
か
ら
六
月

開
催
場
所
　
　
神
奈
川
箱
根
観
光
ホ
テ
ル

主
　
　
催
　
　
新
セ
ラ
ミ
ツ
ク
ス
国
際
会
議
委

員
会

名
誉
会
長
　
　
山
内
俊
吉
　
東
京
工
業
大
学
名

誉
畝
授

組
織
委
員
長
　
斎
藤
進
六
　
東
京
工
業
大
学
学

長

会
　
　
長

募
金
委
員
長

組
織
委
員
長

日
本
物
理
学
会

賜
川
秀
機

朝
永
振

一
部

武
田
　
暁
　
東
北
大
学

理
学
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や
国
代
表
田

工
作
昭
湾
華
大
学
数
寝
、
清
率
大
学

一
名
、

中
国
科
学
院
上
海
駐
酸
塩
研
究
所
二
名
、

広
東
化
工
学
院

一
名
、
計
五
名

個

人

会

員

入
会

合
一
月
二
十
日
！
六
月
二
十
日
）

理
学

・
上
床
園
夫
、
大
栗
直
毅

（
日
本
分
析
工
業
）

神
山
貞
二

（
国
際
資
源
）
、
神
戸
博
太
郎

（

東
京
大
学
）
、
坂
部
貴
和
子

（名
古
屋
大
学

）
、
坂
部
知
平

（
名
古
屋
大
学
〉
、
末
町
悌

六

（
東
京
地
学
協
会
）
、
野
田
弘

（地
球
科

学
研
究
所
）
、
政
池
明

（
高
ニ
ネ
ル
ギ
ー
物

理
学
研
究
所
）
、
村
山
元
信

（
智
志
野
高
校

）
、
安
盛
岩
雄

（
東
京
工
業
大
学
）
、
渡
辺

清

（
鐘
淵
化
学
工
業
）

工
学
　
石
丼
孝
難
、
黒
正
清
治

（
東
京
工
業
大
学
）

後
藤
淳

（
愛
知
工
業
大
学
）
、
高
野
安
正

（

岡
山
理
科
大
学
）
、
砺
波
宏
明

（東
京
工
栄

大
学
）
、
早
川
和
男

（
神
戸
大
学
）
、
林
武

志

（
品
川
白
煉
瓦
）
、
柳
本
利
彦

（
ア
サ
ヒ

ト
レ
ー
デ

イ
ン
グ
）
、
縛
津
久

一
郎

（
東
京

大
学
）

農
業
　
阿
部
宗
明

（
日
本
魚
類
学
会
）
、
金
子
民

一

（
北
海
道
大
学
）
、
上
遠
意
子

（
植
物
化
学

調
節
研
究
会
）
、
小
林
達
治

（
京
都
大
学
）

小
林
貞
作

（
宮
山
大
学
）
、
坂
手
栄

（
農
林

省
蚕
糸
試
験
場
）
、
杉
二
郎

（
日
本
学
術
振

興
会
）
、
臨
田
新
生

（
水
産
大
学
校
）
、
西

田
光
夫

（農
林
省
果
樹
試
験
場
）
、
橋
本
良

材

（
亀
四
郷
地
城
セ
ン
タ
ー
）
、
増
田
力
雄

（
大
阪
市
立
大
学
）
、
波
部
仲

（
羽
茂
高
積
）

医
学
　
井
上
工
吾

（
三
Ｉ
県
福
祉
軒
紫
団
）
、
亀
谷

了

（
日
黒
寄
生
Ａ
館
）
、
服
部
採

（
山
口
大

学
）
、
日
高
三
郎

（
福
岡
歯
科
大
学
）
、
論

夕

一

（統
眼
科
医
院
）

一
般
　
布
施
甲
子
郎

（
群
馬
友
′
貿
易
）
舎
〓
５

名
）

賛
助
会
員
名
簿

　

（
六
月
二
十
日
現
在
）

株
式
会
社
亜
天
密
店
、
伊
藤
思
前
球
株
式
会
社
、

泉
自
動
車
工
業
株
式
会
社
、
株
式
会
社
加
藤
製
作
所

飽
淵
化
学
工
栄
株
式
会
社
、
共
同
石
油
株
式
会
社
、

株
式
会
社
共
和
電
栄
、
株
式
会
社
極
東
商
会
　
神
戸

発
動
機
株
式
会
社
、
株
式
会
社

コ
カ
　
コ
ー
ラ
日
本

総
合
研
究
所
、
国
際
石
油
株
式
会
社
、
サ
ン
ト
リ
ー

株
式
会
社
、
三
友
通
商
株
式
会
社
、
品
川
白
煉
瓦
株

式
会
社
、
新
日
本
製
鉄
株
式
会
社
　
子
代
田
化
工
鷺

設
株
式
会
社
、
東
芝
タ
ン
ガ

ロ
イ
株
式
会
社
、
文
洋

エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
、
ズ
陽
奏
易
株
式
会

社
、
束
洋
細
飯
株
式
会
社
、
東
洋
ゴ
ム
エ
栄
株
式
会

社
、
東
レ
株
式
会
社
、
株
式
会
社
画
島
製
作
所
、
日

締
実
業
株
式
会
社
、
日
産
化
学
工
業
株
式
会
社
、
日

沿
製
粉
株
式
会
社
、
株
式
会
社
日
中
旅
行
社
、
日
本

化
学
工
業
協
会
、
日
本
ギ
ア
エ
舞
株
式
会
社
　
社
団

法
人
日
本
港
運
協
会
、
日
本
工
営
株
式
会
社
、
日
本

国
際
貿
易
促
進
協
会
京
都
結
局
　
日
本
真
空
技
術
株

式
会
社
、
日
本
新
案
株
式
会
社
、　
日
本
電
気
結
器
株

式
会
と
、
日
本
陶
器
株
式
会
社
、　
日
本
農
産
工
業
株

式
会
社
、
日
本
農
薬
株
式
会
社
、　
日
本
油
脂
株
式
会

社
、
株
式
会
社
日
本
旅
行
開
発
、
日
本
対
掘
株
式
会

社
、
摘
磨
耐
火
探
瓦
株
式
会
社
、
バ
ン
ド
ー
化
草
株

式
会
社
、
藤
沢
薬
品
工
業
株
式
会
社
中
央
研
究
所
、

株
式
会
社
毎
日
放
送
、
株
式
会
社
マ
ツ
ナ
ガ
通
商
、

三
井
造
船
株
式
会
社
、
三
菱
転
栄
セ
メ
ン
ト
株
式
会

社
、
三
菱
商
事
株
式
会
社
、
三
菱
自
動
車
工
業
株
式

会
社
、
ャ
ン
マ
ー
農
機
株
式
会
社
中
央
技
術
研
究
所

郵
題
サ
ー
ビ
ス
在
、
株
式
会
社
読
売
新
問
社
、
株
式

会
社
リ
コ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
四
社
）

訪
中
　
東
京
工
業
大
学
三
教
授
訪
中
国
、
四
月

日
本
学
術
代
表
団
　
　
　
　
　
　
五
月

静　　　輸繭脚却耐申帥学技輸取材田

消

　

　

　

日
本
電
子
技
術
視
察
団

鱒　　　荊藩頼事軸鞠髄癖嬢謝篠諏ギ隙現

的
訪日一中帥抑雑僻隷碑代表田　　　義脚

の
　
　
　
　
中
国
ト
ン
ネ
ル
技
術
訪
日
代
芸
団

中
国
科
学
院
加
速
器
考
察
田
、
　

六
月

中
国
科
学
院
地
震
代
表
団
、
　

　

七
月


